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中国語の声調とアクセント
岩田 礼＊
roneandAccentacrosstheChineseDialects 
RaylwATA＊ 
ＳＵＭＭＡＲＹ：ThemonosyllabiclexicaltoneinChineseisacompositeofthetwoprosodiccomponents 
thatinteractwitheachotheraSconstraints．‘`Tonalfeatures，，specificallyrefertothefeaturesassociated 
withpitch，includingregisterandcontour，whileｔｈｅ“non-tonalfeatures,，refertothoserelatedto 
phonationtypes,includingconsonanttypes,vowelqualityandsyllableduration． 
ThestresseffectonthetonalfeaturesinpolysyUabicwordsisstudiedInthedialectsattested，two 
stresspatternsarecoexistent:rightstressedpatternandleftstressedpattem・Stressreductioncouldresultin
theneutralizationoftonalfeatures，whichvariesinmanneranddegreeacrossthedialects・Fourtypesof
neutralizationarcobscrvedinthedialccts:（α）Contextdepcndcnt,localtype,（β)Contcxtdepcndent， 
systematictype,（７）Contextfree,partialtypeand（６）Contextfree,completetype・Ｔｙｐｅ（８）ｉｓｔｈｅｃａｓｅ
ｏｆｔｈｅｓｏｃａｌｌｅｄ‘`neutraltone,,，ｗｈｉｃｈｆｏｒｍｓａ“wordtone，，ｉｎｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｗｉｔｈｔｈｅｔｏｎｅｉｎｔｈｅｓtressed 
syllable・Anultimateconsequenceoftonalneutralizationismonotonalization,ｗｈｉｃｈｎｏｗａｄａｙｓｉｓｇｏｉｎｇｏｎ
ｉｎｔｈｅｎｅｗtypesoftheWudialects，suchasthoseinShanghaiandinHangzhou・Aninterestingfindingis
thatasortofaccentualsystememergesintheprocessofmonotonalization・
Somerelatedtopicsarediscussedtogetherwiththehistoricalbackgroundofthedevelopmentofword 
tonesinnorthemdialects． 
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うわけではない。例えば，上昇の文イントネーショ
ンが要求される位置に現れる下降調（北京語なら第
４声）は，下降幅が圧縮されるだけで上昇調に転ず
るのではない（以上，Chao,1933,1968参照)。
声調という小波は，ピッチ(FO)に関する特性
(rcgister及びcontour)とそれに連動する韻律的諸特
性によって構成されている。小稿では，前者を“声
調特性"，後者を“非声調特性，'と呼ぶ。両者の関係
は密接不可分であり，非声調特性は声調特性実現の
ための枠組を形成し，制約を及ぼしているといって
よい。
音節レベルでの非声調特`性には，①頭子音の清
濁，②母音の長短，音質がある。いずれも本質的に
は音節固有の韻律的特`性とみるべきである。①は
phonationtypeの違い－normaVbreathy-とみる考
え方が有力である。所謂“濁音”は語中では有声だ
1．単音節声調
中国語は典型的な声調方言として知られる。例え
ば同じ[ma]が，北京方言で高平調に発音されると
"母（ハハ)，，の意味，上昇調なら“麻（アサ)”の意
味というように，音節イントネーションが子音や母
音と同じように語や形態素の弁別に用いられてい
る。
声調に文イントネーションが重なっても，声調の
本質は変らない。趙元任の職えに従えば，文イント
ネーションは“大波"，声調は“小波，，（きざなみ）で
あり，実際の発話で実現されるイントネーションは
基本的には両者の算術的総和である("tonaladdi‐
tion,，)。この場合，小波は大波に飲み込まれてしま
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が，語頭でほとんど無声化しているからである（石，
1983;Iwataeta1.,1991)。声調特性が非声調特性の
制約を最も強く受けているのは，呉語と呼ばれる方
言群（江蘇省南部及び漸江省のほぼ全域に分布）で
ある。
例として断江省・慈渓県方言を挙げる（慈渓県志，
1992)。声調調値は，声の高さを１，２，３，４，５の数字
で示し（1が最低，５が最高)，二つ又は三つの数字
の組み合わせによって高さの変動を示す。但し音節
長が短い場合は，［4]のように一つの数字で表すか，
又は[型のように下線によって示す。
ＬｏｎｇＡ［445］ＬｏｎｇＢｐ２３］ 
ShortＡ［5］ShortBP］ 
この方言には，音声的に４つの声調がある。うち
"Short”（"入声，,と呼ばれている）は，母音の短促性
の影響で"Long"の上昇部分が実現されない異音と
みることができる。またＡとＢは，それぞれ頭子音
に無声音(normalphonation)，有声音(breathyphona‐
tion)を有する音節にしか現れず，Ｂは有声子音の影
響で調値が下降したＡの異音とみることができる。
因って音韻論的には１声調体系である。
呉語では上記①と②の非声調特性が安定してい
る。一方，声調特`性の方は，呉語の中でも北部方言
群（以下“北部呉語'，）でかなり激しい変化（調類間
の合流）が進行中で，慈渓方言はそれが行きつくと
ころまで行った例である（下文参照)。呉語は一般
に音声的な声調数が多く，１２声調という方言もある
が〆音韻論的な声調数はかなり少ない。
呉語の南に分布する閏語，客家語，譽語等の方言
群では，有声子音の無声化によって，①に関する制
約が失われている。しかし②に関する制約は呉語よ
りさらに強い。それは呉語などでみられる入声と音
節長に関する相補,性が,音節末codaに関する相補性
によって補強されているためである。例（客家語・
梅県方言など）：
“八'，［pat］短音節＆入声
“班'，［pan］長音節＆非入声
入声は-p,-t,-ｋとしか共起せず，非入声は-,,-,,幻
及びゼロ（即ち開音節）としか共起しない。一方，
これらの方言では，声調特性が音韻的区別をしっか
りと保っている。
北京など，官話方言（主に長江以北に分布）では，
①②いずれの制約も失われた方言が多い。いうまで
もなく非声調特`性の制約を受ける度合いが少ないほ
ど，声調特性の可変性は低くなり，音声的な声調数
と音韻論的な声調数が一致する度合が高くなる。
以上のように，声調に関わる韻律的諸特性が－つ
の音節の中に“詰めこまれた，'状態になっており，
音節の外側に解放されることがない】)。ところがこ
こで，声調特`性を音節外に解放することを可能にす
る要素が現れた。語アクセントである。その共時的
機能は，一定数の音節を一つの音声単位(phonetic
word)に“統合”すること。しかし歴史的には，－音
節内の情報過剰を解消するために語アクセントが生
まれたのかもしれない。音声外的な背景（動機）と
しては，複音節語の発展と接尾辞，接頭辞等の形成
による“文法化”の進行がある。但し語アクセント
の発展にはかなりの地域差があり，輿，客家地域の
一部の方言では，それがほとんど発達することな
く，依然として“教科書的な，，声調言語の姿をとど
めている。
2．中国語の語アクセント
中国語の語アクセントは，音韻論的にはストレス
アクセントであるが，音声的にはピッチ，長さ及び
母音・子音の音質の差異として表現される。英語の
ストレスアクセントが，長さだけでなく，声の高さ
にも影響が及ぶのと同じことで，非声調特性ばかり
でなく，声調特性にも影響が及ぶ。ストレスの置か
れた音節(stressedsyllable)を“S音節',，ストレスを
欠く音節(unstressedsyllable)を“Ｕ音節，，と呼ぶ。
ｓ音節が現れる環境は，主に次の三通りがある。
Ｗは語境界(wordboundary)，“…Ｕ"，“Ｕ…"は任意
の数のＵ音節を示す。但し－つの音声単位に含まれ
る音節数は，多くの場合2又は３で，５以上は稀であ
る。
１）＃S＃ 
２）＃…ＵＳ＃“RightStressedPattern，，(RSP） 
３）＃ＳＵ…＃“LeftStressedPattern，，(LSP） 
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１)は“単字調，，(citationfOrm)と呼ばれる音節イン
トネーションが実現される環境で，小稿はこれを
"基本形，'とみなす。但し必ずしも音韻論的な“基底
形”ではない。なにが“基底形'’かは，各方言につ
いて議論されるべきで，ここでの課題ではない。
２)，３)はストレスが語末，語頭に置かれるタイプ
であり，それぞれ“RSP"，“LSP"と呼ぶ。多くの
方言ではこの二型が並存している。
RSP，ＬＳＰのいずれをとるかは，語彙ごとに記録
されねばならない（いずれも可という語もある)。
またRSP，ＬＳＰの所属語彙には，方言間でかなりの
不一致がみられる。概略的に言えば，ＲＳＰをとる語
はより複合語的，ＬＳＰをとる語はより単語的であ
る。例えば北京では，“飛機”（飛行機)，‘`結婚”が
RSP，“豆腐”がLSP。また“椅子”や“饅頭，'のよ
うに接尾辞をとる語はＬＳＰである。従って，ＲＳＰ
は複合語のアクセント規則として捉えてもよい。二
音節語ならＳ+S→Ｕ+S・北京などの官話方言では，
LSPが語彙の口語性のバロメーターでもあり，辞書
上の頻度(lexicalfrcquency)は低いが，使用頻度
(textualfrequency)は高い。北部呉語では，いずれの
型をとるかが，語構成法によって一定程度定まる
(下文第４章参照)。但し頻度は，いかなる意味にお
いてもＬＳＰが高い。一方，同じ呉語でも，南部呉語
(次章温州方言参照）になるとＲＳＰの頻度が高くな
り，その南の閏語も含めてＬＳＰの頻度はずっと下が
るようである。
RSP，ＬＳＰにおけるＳ音節は，１)で実現されるの
と同じ声調特性を示すことが多い。但し"#"の影響
やＵ音節との関係などによって，姿を変えることが
ある。一方，Ｕ音節の声調特性は減衰するが，その
程度はＲＳＰよりＬＳＰにおいてより顕著である。韻
律特性の減衰が語末で著しいのは，言語の普遍性の
顕現である。
一般に"ToncSandhi'，（"変調"）と呼ばれるのは，
1)で実現される音節イントネーションが，２)，３)の
環境で変容を受けること。Ｓ音節かＵ音節かは問わ
れない。但しＬＳＰにおけるＵ音節は声調特性を失
うことが多く，“ToneSandhi，，とは呼ばず，“軽声，，
(LightTone;NeutralTone)と呼ばれている。“軽声'，
という時，同時に含蓄されるのは，音節長，母音の
音質等，非声調特性の減衰である。ところが後述の
ように，Ｕ音節の特徴が，声調特`性/非声調特性で
連動しない場合がある。また軽声は，ＬＳＰばかりで
なく，ＲＳＰのＵ音節に現れることもある（前部軽
声)。
まず以って"ToneSandhi，，の研究と“軽声'，の研究
は統合される必要がある。次に作業上の手順とし
て，声調特性と非声調特性はひとまず分離して考察
すべきである。小稿では，声調特性に限定して，語
アクセントの影響を概観する。以下，RSP，ＬＳＰに
おける声調特'性を謂う時，それぞれＲＳ，ＬＳと表記
する。
３．Ｕ音節における“中和,,の類型
Ｕ音節における声調特性の減衰は，声調の音韻的
対立の中和をもたらす。中和には主に次の形態があ
る。
（α）文脈依存・局所型
（β）文脈依存・体系型
（γ）文脈自由・部分型
（６）文脈自由・完全型
語末における声調特性の減衰傾向を反映して，中
和はＬＳＰにおいてより顕著である。ＬＳＰでは６タ
イプ，ＲＳＰではαタイプの頻度がそれぞれ高く，他
は相対的に少ない。
以下，各類型について実例を挙げながら説明す
る。うち６タイプはいくつかの下位類型を含むの
で，次章で論ずる。調類は歴史音韻論の枠組に従っ
て，平声，上声，去声，入声を，それぞれ1,1Ｌ111,1Ｖ
で代表させる。陰声と陽声が区別される場合は，陰
声のa,陽声のｂを組み合わせて，Ｉa，Ｉｂなどと表示
する。例えば北京語の四声なら，１声，２声，３声，４
声を，それぞれIa，Ｉｂ，１１，mと表示する。
(α）文脈依存・局所型
通常報告されるのはＲＳのみで，このタイプのＬＳ
は存在しないかにみえる。但し再検討が必要であろ
う。Ｒｓは長江以北の官話方言に頻出する。
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次のような声調交替の結果，Ｗと/B/の音韻対立
が，／C/が後続する場合に限って中和され，／B/で実
現される：
Ａ→Ｂ／Ｃ 
／A/と/C/はしばしば同声調である。例えば北京語
で声調Ⅱが連続する場合：
Ⅱ[214]→Ｉｂ[35]／、＿11[214］
米酒[mitGiou］
｛Ⅱ＋Ⅲ｝[214+214]→/Ｉｂ＋11/[35+214］ 
αタイプでは，Ｕ音節の減衰が最小レベルであ
り，Ｕ音節がさらにその前のＵ音節に影響を与える
ことができる。例えば，次の例のストレスパターン
は#UUS＃だが，最初のＵは二番目のＵの影響を受
ける：
両本｜書[liaUpansu］（2冊の本）
（Ⅱ＋Ⅲ＋Ia}[214+214+55]→ 
／Ｉｂ＋Ⅱ＋Ia/[35+21+214］ 
これと，例えば“我｜貢書'，[uomai8u]｛11＋Ⅱ＋Ia｝
(私は本を買う）は，句構造が違うが,音声レベルで
一単位を形成する限り出力は同じである。また下記
βタイプとは異なり，３，４音節語の語頭で声調特性
が弱まることがない。なお上の/Ⅲ＋Ia/で声調Ⅱが
[21]で実現されるのは，Ⅱ以外の声調が後続する場
合に現れる声調Ⅲ214]の条件変異であり，声調交替
とはみなさない。
さて北京語の声調Ⅱの場合，［214]が[35]になる
のは，低曲折調の連続が異化を起こしたためと説明
できる。ところが声調11の連続に関するこの声調交
替は，北京のみならず長江以北の官話方言地域でか
なり広範にみられる(Shi,1999)。その際，声調11は
北京語のような低曲折調とは限らない：
Ⅱ[55]→Ib[51]/＿Ⅲ[55］（山東省,済南，
徳州，済寧）
ＩI[24]→Ｉｂ[51]/＿Ⅱ[24］（江蘇省.籟楡）
Ⅲ[13]→Ｉｂ[45]／ -11[13］（天津）
これらを一貫した音声学的原理で共時的に説明す
るのは難しい。それは，（11＋Ⅱ)→／Ｉｂ＋11／とい
う形態音韻規則が過去に形成され，多くの官話方言
がそれを受け継いできたが，声調調値の方はそれぞ
れに変化してしまったためである（平山，1999)2)。
但し同声調の連続が異化を起こしやすいことは事
実である。天津方言では,異化で説明し得るかにみ
える声調交替が，（Ⅱ+Ⅱ｝の他に二つある（石，
1986）： 
Ｉａ[21］→Ⅲ[13]／．'ａ[21］ 
111[53]→Ｉａ[21]／Ⅲ[53］ 
αタイプの中和は同声調の連続に限らない。次
は天津でみられるもう一つの声調交替である：
Ⅲ[53]→Ｉｂ[45]／＿＿Ｉａ[21］ 
また中和の結果が，いずれの単字調とも異なる場
合がある。山東省・徳州方言の例(曹，1991）：
Ｉａ[213]→[23]／、Ⅲ[21］
ＩⅡ[21]→[23]／＿＿111[21］ 
但し音韻論的には，［23]は声調Iａ[213]の異音で
あろう。とすれば》声調交替としては{111+Ⅲ)→
/Ia+Ⅲ/だけを認めればよい。
(β）文脈依存・体系型
管見の限りでは，川しかみられない。南部呉語
(温州など）や関東語（福州など）の地域で現れる
が，分布範囲は狭いようである。。
Ｕ音節において声調の音韻的対立が体系的に失わ
れ，２つ乃至３つの原音素(archi-phoneme)に中和さ
れる。この点は下記γタイプと同じ。ｓ音節の直近
音節（penultimatesyllable；２音節語では頭位音節）
は－αタイプと同様一s音節の制約を受ける。３
音節以上になると，ｓ音節から離れるほど文脈の制
約が弱くなり，語頭で８タイプ的な特徴（完全中
和）がみられる。以下，例は断江省・温州方言（鄭
張，１９６４による)。但し文脈依存度は福州方言など
より低い。
この方言には音声的に８つの声調がある。陰声
(a)，陽声(b)の対立を頭子音の清濁に帰せば，音韻
論的には４声調体系である：／level/(Ｉａ[44],IIIb
[22])，／falling／（IIIa［42]，Ｉｂ［31])，／high-rising／（IIa 
[45]，ＩＩｂ［34]),ノlow-rising／（ＩＶａ［323ＬＩＶｂ［212])。
この方言では調値の歴史的変化の結果，調類と調素
の対応が不完全である（IIIbとIbが入れ替わってい
る)。S音節は認童を単位とする。
温州方言のＲｓの特異性は，ストレスパターンが
－２１－ 
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“左強，右弱,，のＬＳＰ的傾向を示すことである。そ
のためｓ音節では声調特U性の減衰がみられ，特に
／falling/は軽声的になることが多い。しかし全体と
して４調素の音韻的区別は保たれている。中和の程
度は，ストレスパターンと逆行して，音声単位内の
左（前）へ行くほど高くなる。Ｕ音節には，“High，，
と“Low"の二つの原音素が現れる。以下，それぞれ
“H"，“L”と表示する。Ｈは[43][42][4]などで実現
され，Ｌは[22][211213][34][2]などで実現される。
（i）語末から２番目の(penultimate)音節
1,11,m,1Ｖの謎塵が単位となる。声調Ｉ（平声）
の場合，Ｗ，，“L"のいずれで実現されるかは，Ｓ
音節（この場合は調類，調素いずれも可）によっ
て決まる：
声調Ｉ→Ｈ／ ＿highrisingorlowrising-
（声調ＩＬＩＶ）
声調Ｉ→Ｌ／levelorfalling（声調I,ⅡI）
例（以下，分節音のIPAは略，囲みは原音素）：
資本(1)＋/highrising/[44+45］
→回+/highrising/[43+34］
飛機(1)+/level/[44+44］
→回+/lcvel/[22+33］
声調11,m,Ⅳ（灰声）の場合は，ほぼ“文脈自
由”といってもよい。１１とⅡIの対立はＨに中和さ
れ，１Ｖは自動的にＬとなる。
下記“補足規則”に対応した音声規則：ｓ音節
の/falling/はＨに後続する時Ｌ化する。Ｈ+/fal‐
ｌing/は[42+21］（S音節は短弱）になる。
(ii）語末から３番目(antepenultimate)及びそれより
前の音節
完全中和のタイプ）に近い状態になる。
二選劃：後ろから３番目にＨを入れ，それより
前にはＬを入れる。
飛機場｛I+I)+/falling/[44+44+31］
→回+回+/falling/[4Ｍ２+2］
工作時間（ＭＶ+I}+/level/[44+323+31+44］
→□+回+ロ+/level/[34+43+22+33］
､if:星遡11：後ろ２音節がＨ+/falling/であれば，Ｈ
を語頭に移動させ，残りすべてにＬを
入れる。
工作路線（I+1Ｖ+Ⅲ)+/falling/[31+34+45+42］
→{I+1V}+回+/falling／
→回+回十回+回[42+2Ｍ１+21］
／falling/は上の“飛機場,,（飛行場）でもＬ化し
て[2]で実現されるが，この場合直前のＬは，Ｈの
ようなシフトをみせない。“工作路線”（仕事上，
政治上の方針）で，後ろから２番目のＬがやや高
く実現される[31]のは，“工作”と“路線''の語境
界が意識されるためである。
原音素一この方言では特にＬ－は既定値(｡e‐
faultvalue)的な性格を有する。ＬＳにおける軽声
(下文の"ゼロ調素，,)がそうであるように，それは
前後の調値に同化することが多い。上の諸例でＬ
は[22]となることが多いが,“工作時間，'の語頭の
Lが[34]になるのは，直後のＨ[43]の影響である。
（γ）文脈自由・部分型
ＲＳもＬＳもあるが，ＬＳは一部の方言にしか現れな
い。北部呉語の周辺(江准官話,南部呉語,籟語,湘
語のそれぞれ一部）に分布する傾向があるが，広東
省・潮陽方言のような閏南語にも同じ類型が現れる。
このタイプでは，中和がＳ音節の制約を受けな
い。仮にＡ,Ｂ,ＣＤの４種類の声調をもつ方言があ
ったとして，Ｕ音節に次のような中和が起きる場合
である：
Ａ,Ｂ→Ｘ；Ｃ,Ｄ→Ｙ 
Ｘ,Ｙは，Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄのいずれかと同じこともある
が，そうでないこともある。いずれにせよ，［55］
[33][11]などの平板調が多く，非末位での平板化が
顕著である。但しβタイプと異なり，ＲＳでＳ音節
から離れるほど（左へ行くほど）中和の程度が高く
なることはない。語頭での減衰が少ない点では，む
しろαタイプと似る。
江蘇省・連雲港方言（江准官話）のＲＳ（岩田，
1983-1986）： 
蛍火虫｛Ib+Ⅱ+Ib｝[24+41+24］（ホタル）
→回+回+/lowrising/[55+55+24］
深更半夜（Ia+Ia+ⅡI+Ⅲ)[213+213+45+45］
（深夜）
→回+□+回+/highrising/[21+21+21+45］
－２２－ 
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声調Ｉｂと11,声調IaとⅢの対立は，それぞれ中和
されて"High，，[55]，“Low，，[21］となる。このことは
同一音声単位内のＵ音節である限り，位置を問わず
不変である。
連雲港方言や漸江省・武義方言（南部呉語）など
では，この種の中和がＲＳＰのＵ音節だけに起きる
（武義については博，1984)。一方，魏(2000)が挙げ
る湖南省・婁底方言（湘語)，江西省・捧郷方言（籟
語）では，RSP，ＬＳＰいずれのＵ音節にも起きる
（調類の表記は省略）：
葬郷ＲＳ,ＬＳ［44][13]→[4],[35]→[望]，
［11]→[1］ 
婁底ＲＳ［44][13][35]→[33]，
［42111]→[1］ 
、［44][13]→[33],[35]→[5]，
［42][11]→[1］ 
連雲港や武義とは異なり，ＲＳＰでは非声調特性
（長さ）も減衰する。声調特性の減衰は，ＲＳＰと
ＬＳＰで平行的である。葬郷ではＲＳとＬＳで全く同
じ。但し中和は[44Ｍ13]だけに生起している。婁
底においては，中和の出力がLsでは三種類なのに，
ＲＳでは二種類である。一般にＵ音節の減衰,声調特
性の中和は，ＲＳＰよりＬＳＰにおいて顕著であり，そ
れが逆転するのは珍しい。一般的傾向に合致するの
は，潮陽方言である（張,1979-1980)：
潮陽ＲＳ［33][313][11]→[33Ｍ53]→[31]，
［31]→[55Ｍ55]→[11］ 
ＬＳ［331313][11][31][55]→[11]， 
［53]→[31］ 
ＲＳとＬＳで等しい減衰がみられるのは，［53]→
［31]だけである。ＬＳでは他のすべての声調が[11］
になる。
潮陽方言のＲＳでみられる[53]→[31]→[11]のよ
うな連鎖的な声調交替は，閨南語の特徴で，“tone
clock，，と呼ばれている。廩門方言(RS)の“tone
clock"は有名である：
／}妻}}、
［51］ ［33］ 
、[,,]凸ノ
廩門と比較すれば，潮陽では[33][313111]→[33］
の中和によって"toneclock"が不完全になったこと
がわかる。但し眞門でも[55124]→[33]の中和がみ
られ，“toneclock，,に不完全な所がある（Yue‐
Hashimoto,1987)。
歴史的にみれば，より古い形態として“tone
clock，，タイプ，即ちＡ→Ｘが音韻対立の中和を生起
しない声調交替があり，それが潮陽のような不完全
な"toneclock"を経て，γタイプの中和に移行する
という過程が想定できよう。“toneclock，,において
は，Ｕ音節の減衰がαタイプと同程度の最小レベ
ルと考えられる。減衰のレベルが高くなるにつれ
て，中和がより体系的に生起するようになったので
あろう。もっとも，“toneclock，，タイプとγタイプ
には，地理的な連続性が認められないようであり，
現在γタイプを示す方言がかつて"toneclock”タイ
プであった保証はない。
4．完全中和(８タイプ)と語声調，単音調化
６タイプは所謂“軽声，，の場合である。ＬＳしか現
れない方言が多いが（後部軽声)，呉語ではＲｓも現
れる（前部軽声)。
Ａ,Ｂ,ＣＤの４種類の声調をもつ方言があったと
して，Ｕ音節に次のような無条件の完全中和が起き
る：
Ａ,Ｂ，Ｃ,Ｄ→Ｘ 
原音素Ｘはこの場合“ゼロ調素”でもある。それ
は音声的に“既定値”を有する。その値には方言差
がみられるが，ＬＳでは低音域又は中音域（調形不
定)，ＲＳでは平板調（音域不定）で実現されること
が多い。但しｓ音節の影響によって，しばしば音声
的実現が異なる。以下，ゼロ調素を/N/と表記する。
ゼロ調素を含む音声単位の音調はＳ音節の声調特
性によって一律に定まる。このような音調を“語声
調"(wordtone)と呼ぶ（早田，1999)。当該方言に允
種類の声調対立があれば，音声単位を構成する音節
の数に関わらず,花種類の語声調が存在する。これ
は実質的に日本語方言の所謂“Ｎ型アクセント'，と
同じである。以下，まず官話の例，次に北部呉語の
－２３－ 
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を"rightspreading，，と呼ぶ。
Ｌｓで連雲港の(1)のように既定値が体系的に残
される官話方言は多くない。（２）の"rightspread-
ing'，タイプは江准官話や晋語（山西省の一部に分
布）などにみられるが，全体としては少数。官話
方言の多くは(1)と(2)のミックスである。北京語
の例：
金子｛Ia+Ｎ）[55+2］（金）
銀子｛Ib+Ｎ）[35+2］（銀）
椅子｛Ⅲ+Ｎ｝[21+4]＝Ⅱ[214］
扇子｛111+Ｎ｝[52+2]＝IⅡ[52］
Ⅱ+Ｎが"rightspreading”タイプ，Ｉａ+ＮとＩb+Ｎ
が既定値保存タイプ，Ⅲ+Ｎはいずれの解釈も可
能である。但し音響データによれば，Ｉａ+Ｎと
Ｉb+Ｎはそれぞれ[55+ALL［35+型]のように，／N／
が下降調であり，第二音節の発端まで"right
spreading"が及ぶと解釈することもできる。言語
学者が/N/の下降を聞き取れないのは，音節長が
短いためである。
2）北部呉語
例は上海方言（許・湯1988）：
ＲＳ 
生火（Ia+IIIa）[53+34]→/N+IIIa/[44+34］
妙飯｛IIIa+IIIb}[34+23]→/N+IIIb/[44+23］
ＬＳ 
先生｛Ia+Ia｝[53+53]→/Ia+N/[55+21］
妙飯｛IIIa+IIIb)[34+23]→/IIIa+N/[33+44］
ＲＳは“生火''「火をおこす」のように，“V０，，構
造の語に多い。Ｌｓは“修飾十被修飾,,構造に多
い。“妙飯”は，Ｒｓで発音されれば“メシを妙め
る''，Ｌｓであれば“チャーハン'，の意味になる。
但し“メシを妙める”はＬＳでも発音されるとい
う。前述のように，北部呉語ではＬｓの頻度が高
く，ＶＯ構造なら自動的にＲＳとは決まらない。
またゼロ調素/N/は形態素に指定されるのではな
い。まず単語レベルで語アクセント(RSP,LSP）
が指定され，音韻レベルでＵ音節の声調特性が
／N/になると考えられる。
ＲＳにおける/N/は，上海方言では[441となる3)。
他の北部呉語方言でも，音域の差こそあれ平板調
例を挙げる。
１）官話
例は連雲港方言。この方言には三種類のＬＳが
あるが，まずそのうちの二つ：
連雲港Ls(1)
陰天（Ia+Ia)[214+214]→/Ia+N/[214+2］（曇り）
明年｛Ib+Ib)[24+24]→/Ib+N/[24+2］（来年）
Will裏｛11+11）[41+41]→/Ⅱ+N/[55+2］（どこ？）
外面（ⅡI+Ⅲ}[45+45]→mII+N/[45+2］（そと）
値得（1V+1Ｖ}[型已A]→/Ⅳ+N/[55+2](値する）
連雲港LS(2)
鍋巴｛Ia+Ia)[214+214]→/Ia+N/[214+5](おこげ）
饅頭（Ib+Ib}[24+24]→/Ib+N/[21+5］（マントウ）
椅子｛11+Ⅱ｝[41+41]→/11+N/[41＋1］
這個（111+Ⅲ}[45+45]→/111+N/[44+5］（これ）
活着｛1V+1Ｖ)[型十型]→/1V+N/凹十5］
（生きている）
(1)の語は形態素結合が相対的に緩〈（"修飾十
被修飾”構造が多い)，(2)の語は結合が緊密であ
る（第二音節に接尾辞又はそれに準ずる形態素を
とるものが多い)。ゼロ調素/N/は－特に(2)の
場合一形態素レベルでその指定を受けるとも考
えられる。例えば，“鍋巴”は(Ia+Ia}でなく（Ia＋
Ｎ)。
(1)ではＳ音節が変調しない，又はRSPのＵ音節
と同調値となる。／N/は一律に低音域の[2]とな
る。但し音響データによれば，［21]のように末尾
に向ってＦＯがやや下降する。これはこの方言の
既定値が顕現したものである。声調特性を構成す
る“音域"(register)と“調形''(contour)のうち，ＬＳ
では音域のみが残るものと考えられる。岩田
（1999)ではこれを“声域特性(registerfeature)”と
呼んだ。
(2)では声調11の後で低音域の[1]，他声調の後
では高音域の[5］となる。これはＵ音節の弱化が
激しく，そのためｓ音節の声調特`性の一部が右側
にシフトし，Ｕ音節がそれを担うことになったも
のである。例えば，［214+5]＝[214]，［45+5]＝
［45]のように，２音節で１音節相当となる。ここで
は既定値まで失われてしまった。このような現象
－２４－ 
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が多いようである。ＲＳの/N/では，声調特性のう
ちの“調形”のみが残るのかもしれない。但し汪
平(1996;56)は，蘇州方言について短促調[3]と記
している。
ＬＳでは"rightspreading，，が生起する。“先生”で
は[55+21]＝[53]，“妙飯”（チャーハン）では
[33+44]＝[34]となる。“rightspreading，，のドメイ
ンは官話より広いが，三音節以上になると，ｓ音
節の声調特性が語末まで及ばず，既定値が現れる
ことが多い。
杭州方言のＬＳ
（秋谷,1988による；入声(IVa,IVb)は省略）：
単音節２音節３音節４音節
Iａ３３４３３＋3４３３＋34+5３３３＋34+55＋Ｚ１ 
Ｉｂ２３２２+3４２２+34+5３２２+34+55＋21 
11ａ５３５５+2１５５+22+2１５５＋22+22+21 
111ａ４５３４+5３３４+55＋2１３４+55+22+21 
111ｂｌｌ３１１＋5３１１＋55＋2１１１＋55+22+2１ 
１a/Ib，IIIa/IIIbは調形が同じで，ａ/bは音域の差
である。“高調,，（高起式）と“低調”（低起式）の
区別を認めてもよいが，音韻対立を語頭子音の清
濁に帰せば,三種類の語声調(1,11,m)だけを認め
ればよい。全体を通してみると，まず調値の最高
点([5])の後で必ずピッチが下降することがわか
る。次に三種の語声調でピッチの下がり目の位置
が異なることがわかる。また２音節語のIa，Ｉｂで
は下がり目がない。従って，各語声調の違いは，
ピッチの下がり目の有無と位置によって記述でき
る。これを“アクセント特`性，，と呼ぶ。
’○○○○○１○○○1○ 
Ⅲ○1○○1○○○1○○○ 
m○○１○○1○○○1○○ 
声調言語がアクセント特性を有するようになっ
たという事実は重要である。これは蘇州など古い
タイプの呉語では未発達の特性であるが，決して
杭州方言の特異性ではなく，他の北部呉語方言に
ついても報告されている(Chen,2000)。しかしだ
からといって，これらの方言が声調言語からアク
セント言語に移行したと言うことはできない。語
声調の音調を決めるのは，ｓ音節の盲調特性だか
らである。アクセント特`性は，おそらく表層音韻
レベルでの弁別特性なのであろう。このことは日
本語の“Ｎ型アクセント，，の本質にとっても示唆
的である。即ち，アクセント特`性によって記述で
きる言語は必ずしもアクセント言語ではない。
アクセント特性は，むしろ声調言語が単音調化
していく過程における中間段階を示すのではない
かと想像している。上海市とその近郊には，上記
杭州方言のような体系，ｂ系列が一つだけになっ
た体系，そしてさらに簡略化された体系「a系列
二声調(Ia,IIIa)，ｂ系列一声調」がある。市内で
現在もっとも有力なのは，この最後のタイプだ
が，ａ/bの差異を語頭子音の清濁に帰せば，２声調
体系であり，その違いはアクセント特性によって
記述できる。
’○1○○1○○○1○○○ 
ｍ○○○○1○○○1○○ 
ところが現在若い世代では，さらにIIIa>Iaの変
化が進行中という（許・湯，1988;56)。もしこの
変化がさらに進むのならば，その帰結は冒頭で紹
介した慈渓方言のような１声調体系である。
5．“重い軽声,,
声調の"rightspreading，'は，Ｕ音節における声調
特性の極端な減衰によるものと考えられる。ところ
が，北部呉語では非声調特性がこれと連動して減衰
することがない。Ｕ音節はＳ音節よりやや短いとい
うにすぎない(塵，1988几共時的には，語アクセン
トが声調特性のみに影響する，と解釈されるが，通
時的にみれば，かつて非声調特性も減衰していた時
期があり，のちにそれがＳ音節の特性を回復したも
のかもしれない。
官話方言にもこれと似た現象がある。いわば“重
い軽声，，（同時に“長い軽声"）が，北京を含むいく
つかの方言で報告されている（王，１９９２)。しかし呉
語の“重い軽声,'が音調的には既定値([21][22])を示
すのに対して，官話のそれは特定の調類の声調特性
を獲得した“secondarytone”である（Zavyalova，
1996)。例は連雲港方言の三番目のＬＳ：
－２５－ 
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連雲港ＬＳ(3)
蒼蝿｛Ia+Ib}[214+24]→/Ia+N/[214+41］（ハエ）
容易｛Ib+Ⅲ}[２４+45]→/Ib+N/[21+41］
地方（111+Ia}[45+214]→/Ia+N/[44+41］（場所）
月亮（1V+111}四+45]→/Ia+N/[型+41］（月）
この方言では，一部の語のＵ音節が[41]，即ち声
調11の特性を獲得した（但しⅡ+Ｎを欠く）。ＬＳ(3)
で発音される語は，上記ＬＳ(2)("rightspreading”タ
イプ）で発音されることもある。またＬＳ(3)は，ＬＳ
(2)と調値が似ている（S音節は相同)。従って，通時
的には両者の間の派生関係が想定される。
このように，連雲港方言には三種類の凹型語声
調が使われており，それぞれが一定数の語彙を負担
している。三種類というのは珍しいが，二種類の
ＬＳを有する方言なら，山東省などにいくつかある
(Giet,1939;張，1990)。山東方言の二種類のＬＳは，
語構成法，所属語彙及び音調において，連雲港のＬｓ
(1)，ＬＳ(2)とそれぞれ似た特徴を有する。
ＬＳＰにおける語声調の発展は，中国語史における
ストレスの左移動(leftshift)を反映する(KratochviL
1987a)。それは声調発生論(tonogenesis)で想定され
る音韻法則的な発展（語頭，語末の子音などを条件
とする）とは異なり，一語一語，いわば語彙拡散的
(lexicaldiffusion)に生起した。複数タイプの語声調
は，歴史的には語群による軽声化の時期の違いを反
映しており（平山，1998)，ＬＳ所属語のfUnctional
loadの増大によって，型を分化させる必要が生じた
のであろう（岩田，1999)。連雲港方言について言え
ば，ストレスの左移動(leftshift)が最も早〈に生じ
たのがLS(1)の語群であり，ついでＬＳ(3)，最後に
LS(2)の語群に生起したと考えられる（岩田，1999)。
しかし方言間には必ずしも明確な語彙的対応がみら
れない。
一般的な音韻変化であれば，例えば官話祖語の段
階で連雲港のような三型体系が形成されたのち，二
型体系（山東方言)，最後に－型体系（他の官話方
言)，という具合に合流が起きたと考えられるはず
である。岩田(1999)はそのような前提で議論を進
めた｡しかしながら音韻条件を欠いた分裂(split)と
合流(merger)が，この通りに進んだ保証はない。よ
り蓋然性が高いのは，各地でストレスの左移動が平
行的に進んだが，複数タイプの語声調の確立と保存
に成功した方言と失敗した方言があった，というこ
とである。連雲港方言のＬｓ三型体系は肌アクセン
ト特'性によって区別されるので，型の弁別が容易で
ある：(1)/○1○/，(2)/○○/({Ⅱ+N｝を除く），（３）
/○○1/・しかしこのような体系を発達させた方言
はおそらくごく少数で，一般には語声調の型の違い
も調形によって弁別されるしかない。たとえ型の区
別が形成されても，混同が生じやすかったのだろ
う。
〔注〕
l）関連する知見がある。閥語，客家語，輿語の音節末
閉鎖音‐p-L-kは破裂を欠くが，これと音響的性質が
全く相同な‐p,-t,-ｋは韓国語にもある。ところが中国
語方言と韓国語では，‐p,-t,-k発話時の喉頭調節に違
いがあり，韓国語では声門が開くが，中国語では声門
が閉じている（岩田，1985)。タイ語の-p,-t,-ｋは中国
語と同じく声門を閉じるタイプである（Iwataetm.，
1990)。従って，これは声調言語/非声調言語の違いを
反映する特徴と言ってよい。韓国語で声門が開かれる
のは，‐Bt,-kが音節の外に向っていることを示す。
事実，形態素結合において，これらの音節末閉鎖音が
後続音節の頭子音に変身したり（後続が母音始まりの
音節の場合；所謂"liaison，，)，後続子音を変質させたり
する現象がある。中国語方言やタイ語ではこの種の現
象が稀であり，－p,-t,-kが音節内部に留まって外にで
ることがないことを示す。
2）音響データでは，Ⅱ+11の11のFOがIb+11のIｂより低
く出る傾向があり(KratochviL1987bなど)，因って声
調11の交替形は声調Ibと同音ではないという議論があ
る。しかし北京語で，声調Ⅱの連続に関する形態音韻
規則が存在することは，知覚実験の結果からも疑いが
なく（Ｗａｎｇ＆Ｌｉ,1967;Peng,2000)，その場合，話者の
中で常に形態素に対する同定意識が働きうることを考
慮する必要がある。nの交替形がIbにどの程度“範畷
化，，(categorized)されるかは(Peng,2000)，発話におけ
る同定意識に左右されるところがあろう。北京語の声
調ILIbの現在の調値は歴史の産物であり，もし－山
東方言のように-11が高平調でIbが高降調であった
ならば，誰もhomophonyを疑わなかったかもしれな
い｡
3）Ｒｓ型の中和は，例えば“中蘂｜人星｜共迦｜国，'の
下線部にも起き，その場合は[33]で実現されるとい
､ 
－２６－ 
中国語の声調とアクセント
う。この句はＳ音節“国'，によって統合されているが，
語境界が意識される箇所で現れる“サブＳ音節”では，
声調特性が一定程度弱まるのであろう。
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